
日本の四季の美しさを、味覚を守りたい  
 みなさんこんにちは、さつまホームの瀧川です。11月に入ったのに朝晩の冷え込みも緩やかで、そ

れは助かる面もありますけど、どうも今年は「秋」を味わうヒマがなさそうです。世界的に暑かった今

年はマツタケが特に不作です。人口栽培ができないマツタケは、地中の温度が19℃以下の日が2

日以上続かないと芽が出ないのだそうです。気候のわずかな変化にも大きな影響を受けてしまいま

す。近年収穫量は激減しました。日本の秋を代表する味覚が今、絶滅の危機に瀕しています。 
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さつまホームは地球温暖化防止に取り組んでいます 

Yahoo!ニュース地球温暖化問題のサイト 

 http://dailynews.yahoo.co.jp/fc/
science/global_warming/ 

トピック 編集後記 しつこいけどマツタケの話を・・・ 

テレビで、一大産地・中国のシャングリラ地

方でマツタケを採って暮らす母娘の様子を

放映しているのを観ました。娘さんの夢は大

学に進学すること。でも今年は例年よりずっ

と高くまで登らないとマツタケを採れず・・・。

温暖化は彼女の夢も遠ざけてしまいます。 
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第 23 号 

 2050年の住環境を考える   ～環境省「超長期ビジョン」案～ 

地球温暖化防止と 
環境共生住宅を考える 

● 森林面積の拡大で数値目標 

東南アジア諸国連合（ASEAN）が

11/20にシンガポールで開く首脳会議

で、気候変動など環境保全に関する特

別宣言を採択することが判明。宣言案

では温室効果ガスを吸収する森林面積

拡大の数値目標を盛り込む。 

● 日本が手本に ＩＰＣＣ議長が期待感 

ノーベル平和賞受賞が決まったＩＰＣＣ

のラジェンドラ・パチャウリ議長。「日本の

エネルギー効率は素晴らしく、世界に

リーダーシップを発揮している」としたうえ

で「日本の社会が消費パターンを変える

手本にもなってほしい」と要望。 

http://satsumahome.com/weblog/earth/ 

２ ０５０年までに日本が目指すべき環境像・社会像を描く「超長期ビジョン」案

を、去る10/25に環境省の検討会がまとめ

ました。このビジョン案は、昨年４月に閣議

決定された第３次環境基本計画を踏まえ、

有識者らで構成する「超長期ビジョン検討

会」が作成したもので、とりまとめに当たっ

て、目指すべき理想像を掲げた上で、その

実現の道筋を探る「バックキャスティング」

という手法を採用したことが特徴的です。 

ビ ジョン案によると、望ましい日本の環境像として、 

1. 温室効果ガス排出量が大幅に削減され、

生存基盤に悪影響を与えない水準で安

定化 

2. 資源生産性、循環利用率が向上し、最終

処分量が大幅に減少 

3. 大都市部での大気汚染、ヒートアイランド

が解消 

などを想定。望ましい社会

像としては、少子高齢化

が進み、総人口や就業者

数は減少するものの、労

働生産性の向上によっ

て、経済成長を維持しつ

つ、環境負荷の少ない持続可能な社会を

描き出しました。 

 このうち、国土や社会資本の在り方につ

いては、 

1. コンパクトで住みやすい都市構造、緑の

多い道路や公園緑地の配置、ヒートアイ

ランド緩和のための「風の道」が実現 

2. 太陽光発電などですべての消費エネル

ギーを賄うことができる「ゼロエネルギー

住宅」や、「２００

年住宅」「長寿命

オフィス」が一般

化 

3. 風力、太陽光、

太陽熱などの自

然エネルギーが

大幅に増加 

4. 住宅・建築物の防災設計などにより、安

心・安全な都市構造が実現 

するとしました。 

ビジョン案は「こうし

た環境像・社会像を

２０５０年で実現する

ことは可能」とする一

方、「その道筋は容

易ではない」と指摘し、現時点で導入可能

な対策を講じることが不可欠と結論付けま

した。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

4 0年以上も先の、遠い未来のお話だと思われますか？「自分はもう生きてい

ないかも知れないからどうでもいい」です

か？わずか過去数十年の間に、地球環境

がこれだけ激変した現実を思えば、今すぐ

行動を起こさなければ大変なことになって

しまうのです。その実現のためには、「エネ

ルギー効率が良くて長持ちする、良質な住

宅ストックを作る」ことが必要。私たち住宅

産業の役割も重大です。せめて、今と同程

度の地球環境を2050年にも維持できるよう

に、皆で力を合わせてがんばりましょう。 

お知らせ バックナンバーをプレゼント 

多数のお申込みありがとうございます。

引き続き『地球暮らし』全バックナンバー

プレゼント実施中です。右記のEメールか

FAXまでお申込み下さい。 

おわび 第22号本文左段22行目、「20℃の水1リット
ルを～」の部分は「20℃の水100リットルを～」の誤りでし

た。お詫びして訂正いたします。 


